
202５年度事業 長野県看護大学 看護実践国際研究センター 専門能力開発支援部門

演 者： 宇都宮 明美

（関西医科大学教授、一般社団法人日本高度実践看護学会（旧日本専門看護師

協議会）監事：急性・重症患者看護専門看護師）

高橋 優矢

（長野赤十字病院 身体的拘束最小化チームリーダー：老人看護専門看護師）

長田ゆき江

（長野赤十字病院 看護部長）

進 行： 渋谷 美香
（長野県看護大学看護実践国際研究センター専門能力開発支援部門長）

日 時：令和８年３月14日（土） 13：00～14：30
開催方法：オンライン開催（Zoom）

対 象 者 ：専門看護師、ナースプラクティショナー、認定看護師、

特定行為研修修了者、看護管理者、看護職、看護学生
定 員：200名

受 講 料：無料

参加申込期間： 令和８年１月７日（水）９時
～３月６日（金）１２時

※満席になり次第 申込は、終了します。

※参加申し込みはこちら

連絡先 長野県看護大学 看護実践国際研究センター 専門能力開発支援部門
担当者：井本英津子
E-mail: Imoto@nagano-nurs.ac.jp TEL: 0265-81-5141（直通）

202５年度 長野県看護大学 専門能力開発支援部門
公開講座

テーマ：「APN（Advanced Practice Nurse,

高度実践看護師）が果たすべき役割」

目的：高度実践看護師（APN：Advanced Practice Nurse）が、組織内外の変革者と
してリーダーシップを発揮し、看護の質の向上にどのように貢献できるのかについて考え
る機会とする。

概要：変化する現代の医療ニーズに対応し、組織の看護の質を向上させるため、高度実践
看護師である専門看護師（CNS：Certified Nurse Specialist）の臨床実践事例およ
び看護管理者における高度実践看護師の活用事例を共有し、今後の看護提供のあり方に
ついて考察します。
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